
 

安全運営のために 

〇保険加入のおすすめ 

・当協会の運営、管理下以外の事故や破損に関しては、運営者様の責任の下でご対処下さい。 

 万が一に備えイベント保険への加入をおすすめします。 

・運営中のお客様の怪我や事故に関して当協会では一切の責任を持ちません。 

お客様への保険は運営者様側でご加入下さい。 

 

〇運営開始前に 

・エア遊具の使用運営にあたっては、エア遊具の規模・形状・運営条件・使用マニュアルを十分考慮し、

利用者の状況把握・安全管理に必要な人数の運営スタッフを配置して下さい。 

・2台の送風機用に発電機をご用意下さい。 

 28A-2.8kVA（大発電機用） ・ 9A-0.9kVA （小発電機用） 

以上、または家庭用コンセントを独立で 2系統ご用意下さい。 

（その際、同じ電源口で他の機材は使用しないで下さい） 

・運営スタッフは、利用者の入退場・利用中の内部監視・エア遊具周辺の外部監視が行われるよう 

適切に配置して下さい。 

・利用制限（身長または年齢、利用時間など）の理解・徹底を必ず守って下さい。 

目安としては 3歳～9歳 12名以内、最大荷重 360kgとしてご利用下さい。 

 

〇屋外使用について 

・屋外設置の場合は、風速計を確認し風速基準に沿った運営をして下さい。 

また、設営地域の気象状況の把握、注意報・警報が発令されていない事を確認して下さい。 

・雨天、降雪、荒天時は使用を中止し、必ずエア遊具が乾いた状態でのご返却をお願い致します。 

・冬期間の使用は屋内のみとさせていただきます。 

 

・風速 

瞬間風速 8m/s を超えた場合は「運営注意」 

いつでも運営を中止できるように準備しながら運営。 

気象情報のリアルタイムでの入手に努め、現場の気象条件の急激な変化（黒い雲の発生、気温の低下、

雷鳴など）に注意する。 

「運営注意」の状態で上記の気象条件の変化が認められた場合は速やかに「運営中断」の処置をとる。 

瞬間風速 10m/s を超えた場合は「運営中断」 

エア遊具利用者を速やかに遊具外へ退場させ、運営を中断する。 

エア遊具は空気を抜いた状態で保護、または撤収する。 

 

下記の条件を総合的に判断して「運営再開」を決定する事。 

・連続した 10分間で、10m/sを超える瞬間風速が観測されない。 

・当該地域に強風、雷などの注意報または竜巻注意報が発令されていない事。 

また、今後も発令の可能性が極めて低い状況である事。 

・当該現場にて急激な気象の変化（黒い雲の接近、急激な気温低下、雷鳴など）が確認されない事、 

あるいはそれらの状態が解消された事。 

ニポネエア遊具ご利用にあたって 


